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１ はじめに 

 社会における情報化が急速に進展する中，インターネット上の掲示板への書き込みによる誹謗中

傷やいじめといった情報化の影の部分が社会問題になって久しい。この問題に対処するため，筆者

ら(2005)は，読み物教材，場面絵，学習指導案から成る情報モラル指導用教材パッケージを 20 本作

成してきた。インターネットや携帯電話を利用する際に生じるトラブルの事例と対処方法を指導す

るものである。この教材を用いた指導で危機への対処方法を生徒に教えることはできても，情報モ

ラルの育成までには至らなかった。 

 

２ 研究の目的 

 新しい学習指導要領では，小・中学校の道徳の時間における指導の配慮事項として，情報モラル

に関する指導が上げられた。今後，新しい学習指導要領のもとで，道徳の時間において情報モラル

を育てる教材の開発が必要となってくる。そこで，本研究では，道徳の時間に活用する読み物教材

を開発し，授業実践を通して評価しようと考えた。道徳の教科書に情報モラルに関する読み物教材

がいくつか掲載されはじめてはいるが，危機回避の方法の伝達に陥っているものもある。このよう

な現状の中で，本研究で，読み物教材を開発し，授業実践を通して評価することは，道徳の時間に

情報モラル指導を行う上で意義深いと考える。なお，教材の形態を読み物教材としたのは，道徳の

時間には読み物教材が最も多く活用され，多くの教師になじみ深いからである。本研究では，社会

問題を取り入れた教材とモラルジレンマ教材を開発し，授業実践を通して評価する。 

 

３ 教材の開発 

（１）社会問題を取り入れた教材 

①開発の方針 

 ネット上の法やきまりを守れずに起こされた出来事を題材とした教材を用いて，討論形式の授業

展開ができる教材を開発しようする方針を立てた。現在，社会問題となっているインターネットや

携帯電話等に関する問題は，サイバー攻撃や個人情報の漏洩，不正アクセスなど様々である。これ

らの問題は，複数が同時に発生している場合が多い。本研究では，不正アクセスに焦点を当て，不

正に情報を奪取することの是非を問う読み物教材を開発することとした。主人公である大学の薬学

部の教授が，製薬会社のデータベースに不正にアクセスして得た情報を，家族を救うために使おう

とする場面を設定する。生徒には，あくまでも不正アクセスは許さないという姿勢と家族を助けた



第37回 実践研究助成 中学校 

いという感情との対立を通して，よりよい情報活用の在り方について考えさせたい。開発した読み

物教材を表１に示す。 

 

表１ 社会問題を取り入れた読み物教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②授業実践 

 2011 年 10 月に中学校第３学年の生徒 34 名を対象として授業を行った。授業の目標は，社会正義

と家族愛との葛藤を通して，よりよい情報活用の在り方について考えることである。 

 教材を読んだ後，タケシがした行為は「許されない」か「許される」か生徒に問うと，「許され

ない」が 30 名で，その理由は，「法律で禁止されているから」がほとんどを占め，他に「製薬会社

の利益を損なうから」というものが少数あった。一方，「許される」は４名で，「家族を助けたい

だけだから」という理由が３名で，「社員Ｂのミスだから」というものもあった。その後，それぞ

れの立場で討論をさせたが，討論後，意見を変更した生徒はいなかった。生徒は，不正アクセスは

法律で禁止されているので，違法な行為は，家族を助けるとはいえ許されないという規範意識が強

かった。生徒には家族愛と社会正義との間で葛藤させたかったのだが，「法律で禁止されている」

という文が読み物にもあるため，葛藤をさせるには至らなかった。授業での発問の工夫や読み物で

の知り得た情報の質の検討など，学習指導案や教材を開発する上での課題が明らかになった。 

 

（２）モラルジレンマを取り入れた教材 

①開発の方針 

 モラルジレンマ教材を開発するのに，道徳教育で用いられているコールバーグの道徳性認知発達

理論を論拠としたモラルジレンマを用いた指導と評価の方法を取り入れることとした(荒木 

1997)(寺嶋ら 2007)。コールバーグの道徳性認知発達理論によれば，表２のように人間の道徳性に

は三つの水準があり，さらにその水準は七つの発達段階に分けられる。そして，道徳性は各段階に

沿って向上していくとしている。 

 

不
正
ア
ク
セ
ス 

  

タ
ケ
シ
は
あ
る
薬
科
大
学
の
薬
学
部
で
教
授
を
し
て
い
る
。
現
在
、

世
界
中
で
数
多
く
が
人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
難
病
を
治
す
新
薬
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
タ
ケ
シ
の
家
族
も
そ
の
難
病
に

か
か
っ
て
お
り
、
と
に
か
く
一
刻
も
早
く
そ
の
新
薬
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
。
完
成
ま
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
い
る

の
だ
が
、
副
作
用
を
取
り
除
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
な
い
で
い

た
。 

  

あ
る
日
、
製
薬
会
社
の
大
手
で
あ
る
Ａ
製
薬
の
Ｂ
と
い
う
社
員
と

話
す
機
会
が
あ
り
、
Ａ
製
薬
も
そ
の
難
病
を
治
す
新
薬
を
開
発
し
て

い
て
、
副
作
用
も
ほ
ぼ
克
服
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
し
か

し
、
薬
の
安
全
性
を
確
認
す
る
治
験
に
長
期
間
か
か
り
、
新
薬
の
発

売
は
十
年
く
ら
い
先
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
。
タ
ケ
シ
は
、
Ａ
製
薬

会
社
か
ら
副
作
用
を
取
り
除
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
情
報
を
見
た
い
と
い

う
衝
動
に
か
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
企
業
秘
密
で
あ
り
、
容
易

に
得
ら
れ
る
情
報
で
は
な
か
っ
た
。 

  

翌
日
、
タ
ケ
シ
は
、
Ｂ
か
ら
も
ら
っ
た
資
料
を
読
ん
で
い
る
と
、

資
料
の
ペ
ー
ジ
の
間
か
ら
、
付
せ
ん
紙
が
落
ち
る
の
に
気
づ
い
た
。

そ
こ
に
は
、
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
が
並
ん
で
書
か
れ
て

お
り
、
何
か
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
よ
う
だ
っ
た
。
「
も
し
や
・
・
」
と

思
い
、
Ａ
製
薬
会
社
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
薬
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
入
る
と
、
ユ
ー
ザ
ー
名
を
パ
ス
ワ
ー
ド
を
要
求
さ
れ
た
。
そ
こ

に
Ｂ
の
名
前
を
ユ
ー
ザ
ー
名
に
、
そ
の
付
せ
ん
紙
に
書
か
れ
た
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

偶
然
に
ユ
ー
ザ
ー
名
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
っ
た
と
は
い
え
、
ア
ク

セ
ス
す
る
資
格
の
な
い
人
が
規
制
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ

と
を
「
不
正
ア
ク
セ
ス
」
と
い
い
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

タ
ケ
シ
は
恐
る
恐
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
て
、
副
作
用
を
取
り
除

く
情
報
を
得
た
。 

 

「
な
る
ほ
ど
、
こ
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
の
新
薬
を
販
売
し
て

利
益
を
上
げ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
ど
に
か
く
研
究
室
で
新
薬
を
作

り
だ
し
、
ま
ず
は
家
族
を
助
け
よ
う
」
と
思
っ
た
。 
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 モラルジレンマを用いた指導では，授業において，学習者に道徳的な認知を不均衡にする状況（価

値葛藤場面）を設定し，この不調和の状況を正しく調整するために，学習者が自分の考えや変えた

り，調節したりすることを通して，道徳的に一段階高いレベルに道徳性を向上させようとするもの

である。このように，モラルジレンマを用いた指導では，価値葛藤場面が必要なことから，本研究

で開発する読み物教材についても，登場人

物がインターネットや携帯電話等の機能を

利用する際に，問題事象に直面し，どのよ

うに行動すればよいか悩む場面を設けるこ

ととする。具体的には，主人公である女子

中学生が，友達が作品の盗用をしているこ

とを知り，公正・正義と友達との人間関係

との間で葛藤するという場面を設定した。

開発した読み物教材を表３に示す。 

 

表３ モラルジレンマを取り入れた読み物教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読み物教材に示された価値の葛藤を分析し，二つの価値を対立させて表したのが図１である。 

②評価の方法 

  モラルジレンマの授業では，学習者が道徳性発達段階（表２）のどの段階にあるのか判断するの

に，学習者が授業中の葛藤場面で判断した理由を調べる。授業の導入部で学習者が判断した理由付

け（これを「第一次理由付け」という）と，授業での話し合いを経た後で判断した理由付け（これ

を「第二次理由付け」という）を比較し，それぞれの理由付けが道徳性発達段階のどこに位置する

かで道徳性の向上を評価する。その評価のために，読み物教材に示された価値の葛藤を分析し，二

つの価値を対立させて表したのが図１の葛藤の分析である。また，表４のような価値分析表を作成

表２ 道徳性の水準と発達段階 
水 準 段 階 

０ 自己欲求希求志向 
１ 罰回避，従順志向 

 Ⅰ 前慣習的水準 
 
 ２ 道具的互恵，快楽主義 

 ３ 他者への同調， 
  よい子志向 

 Ⅱ 慣習的水準 
 
 ４ 法と社会秩序の維持 

５  社会契約，法律の尊重 Ⅲ 慣習以降の自律的，

原理的原則の水準 ６ 普遍的，原理的原則 

  

好
美
の
告
白 

  

ル
リ
子
の
住
む
Ａ
市
で
は
、
市
の
活
性
化
の
た
め
に
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
、
中
学
生
を
対
象
に
し
て
募
集
し
て
い
た
。
ル
リ
子
の
親
友
で
あ
り
、
中
学
校
の
美
術
部

の
部
長
を
し
て
い
る
好
美
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
た
。 

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
締
め
切
り
を
明
日
に
控
え
た
あ
る
日
、
必
死
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

い
る
好
美
に
話
し
か
け
た
。 

「
ね
え
、
好
美
、
明
日
ま
で
に
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
、
で
き
そ
う
。
」 

「
う
う
ん
。
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
考
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
浮
か
ん
で
こ
な
く

て
、
困
っ
て
い
る
の
よ
。
」 

 

好
美
は
、
こ
れ
ま
で
も
絵
画
展
な
ど
で
優
秀
な
賞
を
何
度
も
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
り
、
芸
術

系
で
有
名
な
Ｂ
高
校
へ
の
進
学
を
目
標
と
し
て
い
る
。 

「
大
丈
夫
だ
よ
。
好
美
に
は
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ン
ス
が
あ
る
ん
だ
か
ら
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。
」 

と
、
肩
を
た
た
い
た
。 

  

翌
日
、
好
美
が
作
っ
て
き
た
マ
ー
ク
は
、
配
色
も
よ
く
、
と
て
も
洗
練
さ
れ
て
い
た
。 

「
こ
れ
な
ら
、
き
っ
と
好
美
の
マ
ー
ク
が
選
ば
れ
る
わ
よ
。
」
と
、
声
を
掛
け
る
と
、 

「
う
ん
。
そ
う
ね
。
」
と
だ
け
、
答
え
て
、
少
し
こ
わ
ば
っ
た
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た
。 

  

一
週
間
後
、
市
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
審
査
が
行
わ
れ
、
見
事
、
好
美
が
描

い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
第
一
候
補
に
選
ば
れ
た
。 

 

「
好
美
の
マ
ー
ク
が
選
ば
れ
る
と
思
っ
て
い
た
わ
よ
。
さ
す
が
ね
、
好
美
。
」
と
ル
リ
子
は
好

美
を
た
た
え
た
。
し
か
し
、
好
美
は
嬉
し
そ
う
な
顔
は
せ
ず
に
、 

「
実
は
、
ル
リ
子
に
だ
け
は
、
話
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
の
。
ち
ょ
っ
と
来
て
。
」
と
言

っ
て
、
好
美
は
校
舎
の
裏
側
へ
ル
リ
子
を
連
れ
て
行
っ
た
。 

「
何
よ
、
好
美
。
ど
う
し
た
の
。
」
と
ル
リ
子
が
問
う
と
、 

「
あ
の
マ
ー
ク
の
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
正
直
に
言
う
と
、
私
が
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
じ
ゃ
な
い
の

よ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
ら
、
す
て
き
な
マ
ー
ク
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
参
考
に
し
て
描
い
た
の
。
」 

「
え
っ
、
好
美
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ
ゃ
な
い
の
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
し
た
の
よ
。
」 

「
私
、
美
術
部
員
だ
し
、
Ｂ
高
校
へ
の
推
薦
入
学
を
ね
ら
っ
て
い
る
し
、
と
て
も
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
か
か
っ
て
た
の
。
で
も
、
全
然
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
思
い
浮
か
ば
な
く
て
。
そ
ん
な
と
き
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
た
ら
、
す
て
き
な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
・
・
」 

「
そ
れ
っ
て
や
ば
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
き
っ
と
市
の
担
当
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
る
と

思
う
わ
よ
。
」 

「
で
も
、
そ
の
人
た
ち
が
、
あ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
か
ら
探
し
出
す
っ
て

こ
と
は
無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
れ
に
、
ま
っ
た
く
同
じ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
じ
ゃ
な
い
ん
だ

し
。
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
の
。
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
言
っ
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
こ
と
は
絶
対
に
他
の
人
に
は
言
わ
な
い
で
よ
。
私
と
ル
リ
子
だ
け
の
秘
密
だ
か
ら
ね
。

正
式
に
選
ば
れ
た
ら
、
副
賞
に
つ
い
て
く
る
旅
行
に
一
緒
に
行
こ
う
。
」
と
好
美
は
付
け
加
え

た
。 
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した上で，授業を実践することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 葛藤の分析 

 

②授業実践 

 2011 年 10 月に中学校第３学年の生徒 34 名を対象として授業を行った。授業の目標は，公正・正

義と人間関係の葛藤を通して，情報活用の在り方について考えることである。 

 教材を読んだ後，自分がルリ子なら，「取り下げを促す立場」になるか「事実を隠す立場」にな

るかを明らかにして，その理由をワークシートに記入させた（第一次理由付け）。「取り下げを促

す立場」は３名で，理由として「原作者に何を言われるか分からないから」（段階１）が１名，「も

やもやした気持ちでいるのはいやだから」（段階５）が１名であった。他に，「オリジナルじゃな

いから」という理由付けもあったが，どの段階に入れればよいか判断がつかなかった。一方，「事

実を隠す立場」は 31 人で，理由として「バレたら面倒だから」（段階１）が２名，「好美がそれで

いいならいい」（段階２）が１名「旅行に行けるからいい」（段階２）が４名，「人間関係が悪く

なるから」（段階３）が５名，「親友として秘密にしておく」（段階３）が１名，「好美を傷つけ

たくない」（段階３）が３名であった。その他に，「そのまま写した訳ではないから」という理由

                                                                                
 
応募したキャラクターを取り
下げるように好美に言う。 
 

 
← 葛藤  → 
 
 

 
おせっかいなことはやめて，事実を誰
にも言わないでおく。 
 

                                                                                 
 
 正義と公正，誠実，責任 
集団の利益，克己，友情 
思慮反省     など 
 

 
    価値 
← の  → 
    対立 
 

 
 友情，信頼関係，円滑な人間関係 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
ルリ子の 
迷い 

 

 
 

 
・好美が自分の過ちの大きさに
気付いて反省し，キャラクター
を取り下げるべきである。 
・誰にも過ちはある。しかし，
いつばれるかおどおどした気
持ちで生きるのではなく，正々
堂々と生活したい。 
 

 
 
    ↓ 
 

 
・好美とは親友なので裏切れない。 
このことを知っているのは，好美と自
分だけ。黙っていれば好美との人間関
係にひびは入らない。 
・好美の誤りを暴露させれば，彼女に
責めがいき，だれからも信用されず，
Ｂ高校への推薦入学もできなくなる。
 

 

 
心が決まらないルリ子 

（これからどうしたらよいのだろうか） 
 

          
          
          
          

                                   ↓                                            
                             ルリ子の態度決定                                    

 
 ・２つの立場に含まれている道徳的な価値に沿った解決のしかたを考える。 
（正義・公正）対（友情・信頼），（誠実）対（円滑な人間関係）などの対立し
ている価値のバランスを考えた上で，周囲のみんなが納得のできる行為選択をし
なければならない。 
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が 16 名，「好美の将来をこわすから」が３名，「好美の実力だから」「好美のプレッシャーをかけ

たから」が各１名で，これらの理由付けについてはどの段階か判断がつかなかった。 

 授業では，それぞれの立場から討論をさせた後，再び，どちらの立場に立つか判断を尋ねた。そ

してその理由をワークシートに記入させた（第二次理由付け）。判断を変えたのは３名で，「事実

を隠す立場」から「取り下げを促す立場」へ変えたのが２名で，理由はそれぞれ，「市のシンボル

となってしまうので」「バレると面倒なことになるから」であった。「取り下げを促す立場」から

「事実を隠す立場」へ変えたのが１名で，理由は，「市の規模なら大丈夫だから」というものであ

った。いずれも，第一次と第二次の理由付けでの価値の段階に変化はなかった。このことから，開

発したモラルジレンマ教材では，段階の上昇は見られなかった。 

 この原因として次のような理由が考えられる。第一に，読み物のストーリーでは，市のシンボル

としてのキャラクターの応募が題材であったため，「人口の多い市とか県，全国レベルなど規模が

大きかったら反響が大きいから問題だが，市町村のレベルなら許されるのではないか」など，ねら

表４ 価値分析表 
 

 
取り下げを促す立場 

 
段階 

 
事実を隠す立場 

 
・不正を知っているのに，隠していたこと
が分かれば，好美だけでなく，自分まで周
りの人からしかられてしまう。 
            （罰や制裁の回避） 
 

 
   
   １ 
 
 
 

 
・秘密を明かせば，好美に恨みをかうことに
なるので，黙っている。 
 
 
               （罰や制裁の回避） 

 
・事実がばれれば，周りの人たちから相手
にされなくなったり，いじめ 
られるので，取り下げさせる。 
・自分が言ったことがわからないように，
市に密告する 
      （利己的な欲求の追究） 
 

 
 
 
   ２ 
 
 
 
 

 
・自分には関係のないことだから知らん顔を
している。 
         （利己的な欲求の追究） 
・事実を話せば，好美から何かの時に仕返し
をされるといやだから，黙っている。 
・黙っていれば，旅行にも行ける。 
          （平等な交換） 

 
・自分が市の担当者だったら，早く申し出
てほしい。    （役割取得） ・事実を隠
すことは悪いことだから正直に話す。（ス
テレオタイプ思考） 
・本当のことを話せば，好美との人間関係
が崩れるかもしれないが，結局は好美を助
けることになる。 
         （人間関係志向） 

 
 
 
   ３ 
 
 
 
 
 

 
・事実を話せば，好美との人間関係が悪くな
るので黙っている。 
 
・友達を裏切れない。黙っていれば，好美と
の間の人間関係に波風は立たない。 
                （人間関係志向） 
 
 

 
・ホームページ上のキャラクターを真似る
ことの是非をはっきりさせることは，これ
からの創作活動にとって有益である。  
 （集団思考） 
・好美が傷つかないように事実を伝える方
法を考える。 
      （行為の結果への配慮） 

 
 
 
   ４ 
 
 
 
 

 
・事実を暴露させれば，彼女に責めがいき，
信用されなくなるだろう。 
直接事実を暴露させないが，市のためにも，
好美のためにもなる解決方法を探さなければ
ならない。 
 
           （行為の結果への配慮） 

 
・事実を隠しておくことは，市のためにも
，好美のためにもならない。 
          （正義・公正） 
・おどおどした気持ちでいるのは不幸だか
ら。彼女にとって，自分を反省するいい機
会になると思う。 
                  （倫理原則） 
・自分自身に嘘をつきとおすことはできな
いので，正しいことを通すためにも事実を
明らかにするように言う。       
          （良心） 
 

 
 
 
   ５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・好美が自らの行為の誤りに気付き，事実を
明らかにできるような方法を考えたい。  
        （正義・公正） 
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いとした葛藤とは違うところで生徒は判断に迷っていた。これは読み物のストーリーに判断を乱す

内容が含まれていたからだと考えられる。第二に，「好美はキャラクターをそのまま写した訳では

ないようである。盗用した程度がどの程度なのか分からないの判断できない」といった盗用の程度

が分かりにくいことも，生徒に判断を迷わせたようである。先の不正アクセスの教材のように，違

法行為と明示すると，生徒はそれに沿って価値判断をしてしまったので，本教材では明確に示さず，

曖昧にしたが，そのことで迷いが生じていると考えれる。はっきり価値を書いてしまうと，生徒は

それを根拠にしてしまうし，はっきり示さないと，判断の根拠がおろそかになるという「葛藤」が，

読み物教材づくりでの課題として指摘することができよう。 

 

４ おわりに 

 本研究では，社会問題を取り入れた教材とモラルジレンマ教材を開発し，授業実践を通して評価

した。いずれの教材においても，読み物教材を作る上で，場面設定の難しさと，読み物の中でどの

程度生徒に問題事象の情報を提供すればよいのかということが課題として浮き彫りになった。今後

は，条件をいろいろ変えて教材を作り，授業実践を通して評価し，最適な教材を追究していきたい。 

 

参考文献 

・佐々木弘記・木口修・平松茂(2005)情報モラル指導を支援する教材パッケージの改善 日本教育

工学会第 21 回全国大会講演論文集 pp.647-648 

・荒木紀幸（1997）続道徳教育はこうすればおもしろい 北大路書房 

・寺嶋浩介・藤木卓・森俊雄（2007）モラルジレンマの視点を活かした情報モラル教育の可能性 日

本教育工学会第 23 回全国大会講演論文集 pp.161-164 
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